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令
和
３
年
度
の
最
初
の
事
業
で
あ
る
、
春
季
「
土

水
路
整
備
作
業
」
を
、
４
月
１７
日
（
土
）
実
施
し

ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
模
様
の
天
候
で
し
た
が
、

地
元
住
民
、
岩
手
県
建
設
業
協
会
一
関
支
部
、
一
関

市
水
道
工
事
業
協
同
組
合
、
関
係
機
関
（
一
関
市
か

ら
は
、
勝
部
市
長
に
も
作
業
に
従
事
し
て
頂
き
ま
し

た
。
）
の
総
勢
約
１
６
０
名
の
参
加
者
に
よ
り
、
荘

園
内
の
土
水
路
の
泥
上
げ
作
業
等
を
行
い
ま
し
た
。 

 

本
寺
地
域
の
水
田
営
農
の
継
続
に
は
欠
か
せ
な

い
重
要
な
取
り
組
み
。
今
回
は
、
受
付
時
に
マ
ス
ク

を
配
布
す
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
対
策
も
講
じ
な
が
ら
の

開
催
で
し
た
が
、
参
加
し
て
頂
い
た
皆
様
に
御
礼
と

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

令
和
３
年
度
本
寺
地
区
地
域
づ
く
り

推
進
協
議
会
の
通
常
総
会
が
、
４
月
２３

日
（
金
）
若
神
子
亭
シ
ア
タ
ー
室
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

令
和
２
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決

算
、
並
び
に
令
和
３
年
度
の
事
業
計
画

（
案
）
、
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
協

議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

協
議
後
に
は
、
小
菅
教
育
長
よ
り
、

世
界
遺
産
追
加
登
録
に
向
け
た
取
組
の

方
向
性
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
協
議
会
と
し
て
も
、
行
政
と
相
互

に
協
力
し
な
が
ら
、
追
加
登
録
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
く
よ
う
、
皆
で
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。 

 

骨
寺
村
荘
園
遺
跡
を
紹
介
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
、
ま

た
都
市
農
村
の
交
流
施
設
と
し
て
平
成
２４
年
に
オ
ー
プ
ン

し
た
「
骨
寺
村
荘
園
交
流
館
」（
若
神
子
亭
）
が
、
今
年
７

月
で
創
業
１０
周
年
と
な
り
ま
す
。 

 

一
関
市
と
協
力
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

今
回
で
１７
回
目
と
な
っ
た
「
骨
寺
村
荘
園

お
田
植
会
」
が
、
５
月
３０
日
（
日
）、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
同
様
地

元
住
民
と
市
役
所
職
員
の
み
の
お
よ
そ
９
０

名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
荘
園
内
２
カ

所
の
小
区
画
水
田
に
「
金
色
の
風
」「
ひ
と
め

ぼ
れ
」
の
苗
を
手
作
業
で
植
え
付
け
ま
し
た
。 

作
業
に
先
立
っ
て
は
、
中
尊
寺
菅
原
光
中

ご
住
職
と
菅
原
光
聴
執
事
長
に
よ
る
、
豊

作
・
安
全
・
更
に
は
疫
病
退
散
の
御
祈
祷
が

行
わ
れ
、
秋
の
稲
刈
り
に
は
、
沢
山
の
皆
さ

ん
に
参
加
し
て
頂
き
、
実
り
の
秋
を
盛
大
に

祝
え
る
よ
う
皆
で
祈
念
い
た
し
ま
し
た
。 

☝

（問
い
合
わ
せ
先
） 

「若
神
子
亭
」 

☎ 

３
３-

５
０
２
２ 

「骨
寺
荘
園
室
」 

☎ 
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ま
で 


